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a(l-r2) a(l-r2)(I-r) a(2r-r2)(1-r) 
l-r(l-r) 1-r(1-r) 1-r(1-r) 





つまり， {P)の収入aのうち a r が {cP~ に対して支出される。この a rは {cP)によっ
て貨幣資本として支出されて生産資本に転形され， {c P)生産過程の結果， {cP)の年前払額に
等しい「純生産物 produitnetJ arが生産される。したがって，集計値 a(2r-r2)jl-r(lーのは
今年度 {cP)によって生産される「純生産物」の価値額一ーただし， I純生産物」の価値実現に
ついては，次節で考察するーーであり，これを集計値記号(回で表示する。(国は {cP)によって販
売され，年度末に貨幣額(E)が {P~ に納付されて，次年度の {P) の「収入」を形成する。
{P)と {cS)から {cP)に流入した貨幣額a(2r-r2)jl-r(lーのは {cP)の収入を形成
し， {cP)によって貨幣資本として投下される。これを集計値記号(B)で、表示する。(鴎の需要構成
は， {P)から流入する貨幣額arと {cS)から流入する貨幣額 ar(1-r2)jl-r(1-r)一一これ
1) Francois Quesnay， Explication du Tab!eau Economique， VersaiI1es， 1759. Francois Quesnay et !a PlIysio-
cratie， t.I ， Paris [1. N. E. D. ] 1958， p.677. 
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『経済表j]i原表」における貨幣流通と再生産 (2)
を集計値記号 (Bつで表示ーーとの和である。また， {C p}に流入した貨幣額(鴎の支出構成は，自




B=ar+B'…..・ H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・.…..・ H ・..…(関係式1)
貨幣(鴎の支出構成より，
B=A十c'…...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・.…..・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・. c関係式2)




{p}から {CS}に流入する貨幣額a(1-r)に関していえば， {C p}に対して ar(lーのと，




Cニ a(l-r)+C'…..・ H ・.…..・ H ・.…..・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.c関係式3)
{C S}収入(c)の支出構成から
C=B'ート D...・H ・...・ H ・-・…..・ H ・.…..・ H ・.…..・ H ・...・ H ・...・ H ・.…..・ H ・.c関係式4)







a 十 B'ート C'
=ar十 a(l-r)+B'ート C'





S"'-D I <C p} I {P} I <C S} I 
a r 
















S"'-D I <C p} {P} <C S} 吉十
A a r B' A+B 
C' I a(l-r) I D C+D 
言十 A+C' a B'-トD I A+B+C+D I 





表 1の購入総計より， C'十 a+B=B+Cを与式に代入すれば，
与式=(A十D)+(B+C)












したがって， {C p}の貨幣収支においては， CB-C')の貨幣余剰が発生する。 {CS}と {C
p}に発生する貨幣余剰の合計は，
CC-Bつ+CB-Cつ
={a(l-r2)/1-rC1-r)- ar(l-rり/1-rC 1 -r)} 
十{a( 2 r -r 2)/1 -r ( 1 -r) - a (2 r -r 2) (1 -r)/ 1 -r ( 1 -r)} 

















払」の支出を「原表」の表示する貨幣流通のなかに定着させることである。 aニ 600リーグノレ r
=去の単純再生産過程を「中庸の状態」として設定して解析がなされている「原麦」の 2=3版，
4) 1原表」不完結説については，渡辺輝雄 IIf'経済表~ (原表〉のー解釈J(1東京経大学会誌J21号. 1958年〕を，最近の
ものとしては，同「第二章・重農学派J(遊部他編. If'講座・経済学史・ 1~同文舘. 1977年所収〕と，岡田純一 n7'7ン
ス古典経済学研究~ (御茶の水書房. 1983年〉の第1. 2章を参照されたい。
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およびその付録の『経済表の説明』の数値によれば， {C P}年前払600リーヴノレ， {C S}年前払
1 300リーヴノレ分の貨幣流通を， r ==ーの単純再生産だけでなく oくrく1の範囲内における拡大も
2 
しくは縮小再生産に適用できるように，我々の貨幣収支表に定着させることが今や問題となる。
いま， i仮定」として， {C P}の販売額に， {C S}用として(D)を，自階級内支出分としてωを
〈表 2)の貨幣収支表に「追加」しよう。つまり {CP}内に支出される貨幣額ωは，白階級内で





S"'-.D I {C p} {P} {C S> 言十
A+A a r B'ートD 2A十B十D
C' I a(l-r) I D C+D 









よって， {C P}と {CS}による生産物の販売総額は 2A十 B+C+2Dとなる。
他方， {C P}， CP}， {C S}の購入総額は 2A+C'+a+B'+2Dである。
2A十 C'十 a+B'+2D
=2A十 2D十(a十 B'十 C')
〈関係式 1)と〈関係式 3)より，
5) (C P)年前払支出分の貨幣額ωは. (C P)部門内で二回転して生産資本への転態をとげる。つまり， (CP)部門賃
労働者用生活手段と，種子，飼料等の農業用生産諸手段に転態する。この点に関して，小池基之.iケネー『経済表』の




=ar十 B'+a( 1-r)+C' 
=a+B'十 C'
よって，与式=2A+2D+(B+C)となり，社会全体の購入総額は販売総額に一致する。表3に
おいて生産物の需給は均衡し，その値は， i原表J2 = 3版の数値， a~州ーヴノレ， r=??こお
いて， 2，400リーヴノレとなる。このうち {Cp}の供給額は 2A+B+D二 1，500リーヴル， {C S} 
の供給額はC十 D=900リーヴルとなり， r経済表の説明』における記述に一致する。
次に， {C p}と {CS}の部門別に貨幣収支を算出してみよう。
{C S}の販売額はC+D，購入額はB'+2Dである。 {CS}の貨幣余剰は，
=(C+D)-(B'+ 2 D) 
=C-B'-D 
=C一(B'十D)




他方， {C p}の販売額は 2A+B+D，購入額は 2A+C'であるo {C ptの貨幣余剰は，
=( 2 A+ B+D)一(2A+Cつ
=B+D-C' 
=a(2r-rり/l-r(l-r)十 a(1 - rり(1 - r )/ 1 - r ( 1 - r) 










3にすすんだ。表 3において， <C P~ 年前払支出規定に従って， <C p~ 自階級内支出分を 2A と
し他方， <C S~ に滞留するかにみえた貨幣額 a (1-rり (l-r)/l-r(l-r)による，
<C P~ からの生産物購入過程を表 2 に追加した。表 3 は社会的生産物の需給均衡と <p~ 収入 a の
出発点への不断の還流を体制的に保証しているかにみえる。というのは， <C P~ における貨幣余
剰 aの検出と，その出発点への還流によって，再生産はひとまず可能となるからである。
表 3の {Cp~ に発生する貨幣余剰 a について，次に視点を変えて，貨幣余剰 a が {C P~ 生産
物のうちの，いずれの部分の販売額に相当するかを調べてみよう。
{C P~ の貨幣余剰 a
ニ {CP~ の販売額一{C P~ の購入額





上式より， {C p~ 部門の貨幣収支に発生する貨幣余剰は， {C P~ 生産物のうちの (A+D) 部
分の販売額に一致することがわかる。それゆえ，年前払の投下によって生産された <CP~ 生産物
のうち， (A+D)部分の販売によって得た貨幣額で、もって，年度末に <CP~ から {P~ に対し
て地代舗が支払われるものと仮定しよう 6)。すなわち iA+D=EJを仮定しよう。
つまり，今年度生産された「純生産物」に相当する {CP~ 生産物は， {C P~ 自階級むけの販
売高(A)と， {C S~ による <C P~ 生産物の購入分(D)によって，その価値が実現するものと， ひと
まず仮定しよう。
しかしながら， (A+D)の値は，
= a (2 r 2_ r 3)/1 -r ( 1 -r) + a ( 1 -r 2)( 1 -r )/ 1 -r ( 1 -r) 
=a(l-r+rり/l-r(l-r)
=a 
となり， (A+D)の値は， <C P~ 生産物への支出性向 r値の変化にかかわらず，恒に a に等しし、。













r A D A+D E IEー加D)
1 
300 300 600 600 。2 
5 97 12 
600 522 102 12 217 109 382 109 109 
4 12 97 
600 
5 




















って iA+D=EJの仮定に立てば， <c P}の側に今年度末には7合リーヴルの貨幣余剰が発生
する。逆に r二 Zの「生活手段の豪著」の場合には， <c P}の側で年度末に地代の支払いが不
12 
可能となり， 55品リーヴルの他問うからの借入を不可避とする。 A+D=600リーグルの販売額















貴したのだろうか。 {Cp}生産物への支出性向が， {C p}， {p}， {C S}いずれにおいてもtだ
け減少し，したがって，社会全体の {Cp}生産物への需要総額が減少しているにもかかわらず，
「純生産物」部分だけは需要超過と価格騰貴を想定するのは不合理である。
また， r=Zの場合， A+DくEとなり，供給超過である。 {Cp}への支出性向が社会全体と
12 










集計値(A)は今年度 {Cp}に流入する貨幣額(B)が {Cp}によって支出性向 r分だけ自階級内に
支出された価値額である。したがってA=rXBであり，この等式は『経済表の説明』における
{C p}折半支出規定に沿ったものであり，問題はない。他項の集計値闘は， {C S}の自階級内支





{c S}が再生産の素材補填のために， {c p}から原料購入分として(D)の全額を {cp}に支出
し，かくして {cp}の側は， I純生産物」部分の生産物の価値実現を完了するという仮定 iA十
D=EJの非妥当性を解く鍵は， {c S}が {Cp}に支出する貨幣額(0)に存する。 {cs>が商工
業部門であること， 1経済表の説明』が三箇所にわたって7)，また『シュリ一氏王国経済の摘要』が
二箇所にわたってめ，外国貿易にふれ， {p}用奪f多品原材料の輸入による補填と， {c p}生産物
の輸出について特記していることを顧恵すれば， {c S}素材補填のための {Cp}への貨幣額仰
の全額支出という想定は否定され，その結果， IA+D二 EJの仮定自体も否定される。
1 
r=ーの単純再生産における IA十 D=EJの仮定の成立から， rチーの拡大又は縮小再生産に
2 
おけるA+DチEの検出によって，閉鎖体系から開放体系への移行が導き出されてくる。
7) Francois Quesnay， Explication du Tableau Economique， op. cit.， p.677， p.678， p.679. 




前項では iA+D=EJの仮定にもとづいて，社会全体における貨幣収支の均衡と {CS~ 部門
における貨幣収支の均衡とが導き出され，さらにまた， {C P~ 部門における貨幣収支から検出さ
れた貨幣余剰がaの値に恒に等しいことが導きだされた。その結果，表3の取り引きによって，年
年の再生産過程の順調な進行がひとまず可能であるかにみえた。「収入の支出」を起点とする「原
表」の貨幣流通において， {C P} 部門が産出し販売して得た貨幣余剰 a の {P~ への納付によっ
て， r原表」型「経済表」の体系的主柱たる「収入」の出発点への還流が可能となるからであるめ。
しかし仔細に検討してみると，年度末に {P}が受け取る地代総額は倒=a (2 r -r2)/  1 
1 .-1.13 ^ ，_ ....， ~ ，._ ~ "l / ... I 1 








とすれば，その誤謬の由来は， {C S}が {CP}に対して前払い支出する貨幣額として， {C S~ 
が折半支出規定に従って自階級内に支出し {CS}内に流通している貨幣額一一これを表2では
{C S~ 内に滞留している貨幣額と表現してきたのだがーーすなわち倒を充てた点に存する。げだ





で表示すれば， {C S}内を流通しー←{CS~ 内に「滞留」し一一 {C P~ に対して原料の素材補
填のために {CS}が支出しうる貨幣額はD+D2となる。 {CS}が {CP}に対して支出しうる


















がゼロとなり，その結果， D1=Dとなるのである。ただ， r=ーのとき， D2【=a(3r-2r2
2 









= a (2 r -r 2)/1 -r ( 1 -r) - a 
二 a( 3 r -2 r 2_ 1 )/1 -r (1-r) 
D1=D+D2 
= a (1 -r 2)( 1-r)/ 1 - r( 1 - r)十 a(3 r -2 r 2 _  1 )/1 - r ( 1 - r) 
= a r ( r -2)( r -1 )/1 - r ( 1 - r) 
表 5 貨幣収支表
I S"D I {Cn u>  {C S> 言十
2A a r B'ートDl I 2 A+ a r十 B'十 Dl
((P> 
C' I a(l-r) I D I c'十 a(l-r)十D
言十 2A+C' a B'十 D+Dl 2A+B十 C+Dl十D







= 2 A+( a r十 Bつ+Dl
=2A+B+Dl 
{C S}の腹売額
={C'+ a( 1-r)}+D 
=C+D 













=a(2 r2- r3)/1-r(l-r) + a(2 r-r2)(1-r)/l-r(l-r) 
=a(2r-rり/1-r(l-r) 
=(同
よって {Cp}における貨幣余剰 (A十D1) は，年度末に {Cp}が {p}に納付する貨幣額(E)に
等しく， {p}収入の出発点への還流が可能となるO
最後に， {C S}部門の貨幣収支を検討してみよう。 {CS}の取引として仔細に表示するとなれ






り， (Dz)分の貨幣が圏外Iこ流出する。その結果， {C S>から {CP>に原料購入のために支出し












7 D2の値はー77.:~. r = の「生活手段の豪著」の場i.;， Dzの値は十55一一，すなわち海外から109' . 12 口 ~"-~I='~' ~~109 
7 
の貨幣の流入が生ずる。「装飾の奪{多Jの場合，入超であり， 77.，ーリーヴルの素材が新たに海外か
109 
ら {CS>部門に流入する。 (1生活手段の豪著」の場合はこの逆である。)
{C S>に記録される貨幣余剰(D2)は，それに見合う分の素材の増減をともなうが，これによっ
て {CS>の生産=加工過程に何らかの撹乱が生じるのだろうか。もし， (Dz)の存在によって何
らかの撹乱も生じないのであれば，閉鎖体系から開放体系への移行と海外余剰 (Dりの導入による
IA十D1=EJの仮定は oくrく1の範囲内のすべてにおいて一般的妥当性を獲得することにな
るし，また，マネー・フローから見た「原表」は体系的完結性を備えることになるであろう。
(未完〉
※以上，東洋大学経済研究所『経済研究年報』第11号， 1986年3月所収。
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